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九
月
か
ら
実
施
予
定

県
下
嗣
〇
五
市
町
村
で

　
激
増
す
る
交
通
事
故
か
ら
住
民
を

守
ろ
う
と
い
う
交
通
災
害
共
済
制
度

が
、
県
下
百
五
市
町
村
の
一
部
事
務

組
合
で
発
足
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し

た
．　

こ
の
制
度
は
、
市
民
一
人
一
日
一

円
て
い
ど
の
掛
金
で
加
入
し
て
も
ら

い
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
ヶ

ガ
を
し
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
給
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
百
五
市
町
村

が
一
郁
事
務
組
合
を
作
っ
て
共
同
で

業
務
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
去

る
七
月
二
十
五
日
の
臨
時
市
議
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
組
合
の
発
足
は
、
九
月
一
日

を
予
定
し
て
お
り
、
制
度
の
あ
ら
ま

し
は
、
一
人
年
間
三
百
六
十
円
（
中

学
生
以
下
三
百
円
）
の
掛
金
を
か
け

て
組
合
会
員
証
の
交
付
を
う
け
、
そ

の
人
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

死
亡
や
ケ
ガ
の
て
い
ど
に
応
じ
て
次

の
よ
う
な
共
済
見
舞
金
を
あ
げ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
．

①
加
入
で
き
る
人

　
市
の
区
域
内
に
住
所
の
あ
る
人
及

　
外
国
人
登
録
を
し
て
あ
る
人

②
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
で
発
生
し
た
車
両
等
に

　
よ
る
人
身
事
故

③
共
済
掛
金

　
一
人
に
つ
き
年
額
三
百
六
十
円

　
（
中
学
生
以
下
三
百
円
）

④
共
済
見
舞
金

等
　
級
　
傷
害
の
程
度
　
金
　
額

一
等
級
　
死
亡
　
　
　
　
五
十
万
円

二
等
級
　
全
治
六
ヵ
月
以
上
の
傷
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

三
等
級
　
全
治
三
ヵ
月
以
上
の
傷
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
万
円

四
等
級
　
全
治
一
ヵ
月
以
上
の
傷
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

五
等
級
　
全
治
一
週
間
以
上
の
傷
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円

　
募
集
万
法
は
決
定
し
だ
い
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
任
意
加

入
で
あ
っ
て
強
制
加
入
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

九
月
二
日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
九
月
一
日
現
在
で
、
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
次
の

か
た
は
登
録
申
出
書
を
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

　
な
お
、
選

挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
な

い
と
、
選
挙

の
投
票
を
す

る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く

だ
さ
い
◎

下条小改築進む

一
、
九
月
一
日
で
満
二
十
才
に
な
る

者
　
（
昭
和
二
十
三
年
九
月
二
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
人
）

住
民
登
録
に
よ
り
、
該
当
者
に
往

　
復
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま
し
た
が
、

該
当
者
で
ハ
ガ
キ
の
届
か
な
い
方

　
も
登
録
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
選
挙
権
が
あ
る
者
で

　
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
引
き
続

　
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市
の
区
域

　
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　
老
朽
校
舎
の
た
め
、
去
る
五
月
下

旬
か
ら
下
条
小
学
校
の
校
舎
改
築
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
本
年
は
第
一
期
工
事
と
し
て
普
通

教
室
七
、
特
別
教
室
一
の
鉄
筋
三
階

建
九
百
九
十
八
平
方
耕
の
改
築
が
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
工
事
費
は
二
千
九

百
万
円
で
十
一
月
い
っ
ば
い
ま
で
に

完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
校
舎
は
明
治
四
十
三
年
と
大
正
十

二
年
に
建
て
た
も
の
で
す
。

三
、
年
令
、
住
所
の
要
件
（
九
月
一

　
日
ま
で
に
引
続
き
十
日
町
市
に
住

　
所
を
有
す
る
も
の
）
が
み
た
さ
れ

て
い
る
者
で
、
名
簿
に
漏
れ
て
い

る
者

来
春
七
百
件
新
規
架
設

タ
パ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
，
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

（
謹
舗
獅
鑑
ρ

皿
岬
欄
義
護
蹴
離
麟
讐

電
話
局
山
本
局
舎
の
完
成
に
よ
り

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
現
在
山

本
地
内
で
最
新
の
ク
ロ
ス
バ
交
換
機

を
設
備
す
る
局
舎
の
工
事
を
急
い
で

い
ま
す
が
、
来
春
に
予
定
さ
れ
て
い

る
同
局
舎
の
サ
！
ビ
ス
開
始
に
よ
り

現
在
申
し
込
ん
で
も
つ
か
な
い
電
話

の
（
千
件
）
な
か
か
ら
、
七
百
件
を

新
規
架
設
す
る
と
同
時
に
全
国
ヘ
ダ

イ
ヤ
ル
市
外
通
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
．
大
都
市
な
み
の
便
利
な

電
話
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
．　

山
本
局
舎
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
よ

り
事
務
用
電
話
の
申
込
み
は
、
本
年

四
月
頃
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
、

住
宅
用
電
話
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

九
月
頃
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
ま

で
架
設
で
き
る
予
定
で
す
。

◎
全
国
主
要
都
市
の
ほ
と
ん
ど
と
、

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
一
〇
三
番
扱

　
い
の
相
手
局
は
、
す
べ
て
ダ
イ
ヤ

　
ル
だ
け
で
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。

0
市
内
局
番
が
で
き
ま
す
．
山
本
局

　
舎
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
同
時
に
本
局

　
に
入
っ
て
い
る
電
話
に
は
ω
が
電

　
話
の
番
号
の
頭
に
つ
き
、
山
本
局

　
舎
に
入
る
電
話
に
は
ω
が
つ
く
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。

O
市
外
局
番
が
〇
二
五
七
五
に
（
現

　
在
〇
二
五
七
五
二
）
変
更
に
な
り

◎
移
転
期
間

　
自
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
二
日
凄

　
至
同
年
九
月
未
日

◎
移
転
先

　
又
薬
局
の
小
路
を
入
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ロ

　
十
日
町
市
泉
五
十
二
番
地
　
㈱
関
鵠

　
定
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　
（
照
和
町
通
り
電
報
電
話
局
、
勝
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
” 　　　　＝　　　置　　　畳　　　3　　3　　3　　3　　累　8　＝　8　；；33

美
佐
島
婦
人
学
級

　
ま
す
．

◎
自
動
即
時
公
衆
電
話
が
登
場
し
ま

　
す
。
公
衆
電
話
か
ら
市
外
通
話
の

　
と
き
は
一
〇
〇
番
か
一
〇
三
番
を

　
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

　
り
ま
す
が
、
自
即
公
衆
電
話
は
、

　
あ
ら
か
じ
め
＋
円
玉
を
入
れ
て
お

き
、
通
話
先
の
市
外
局
番
と
加
入

　
者
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
に

　
よ
り
、
交
換
手
の
手
を
要
し
な
い

　
で
通
話
が
で
き
る
公
衆
電
話
で

　
す
．
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　
泉
町
に
仮
移
転

　
　
　
　
労
仇
基
準
監
督
署

　
こ
の
た
び
庁
舎
特
別
修
繕
の
た
め

つ
ぎ
の
通
り
執
務
場
所
を
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お

　
　
個
人
事
業
税

　
　
　
　
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
第
一
期
納
期
限

お
手
許
に
届
く
予
定
で
す
か
ら
、
納

期
限
内
の
完
納
を
お
願
い
し
ま
す
．

◎
月
末
は
収
納
機
関
が
こ
み
あ
う
こ

と
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目

事
務
所
を
通
じ
納
付
し
て
く
だ
さ
い

0
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
、
一
括

納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■

◎
納
税
通
知
書
ば
、
八
月
十
七
日
頃
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

に
も
よ
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
財
務
…
…

盆
の
ゴ
ミ
集
め

収
集
日
以
外
は
出
さ
な
い
よ
う

　
ご
み
の
収
集
は
、
ス
テ
ー
シ
3
ソ

方
式
に
よ
る
曜
日
収
集
が
市
民
の
皆

さ
ん
の
．
こ
協
力
で
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
八
月
は
特
に
お
盆
、
祭
り
の

た
め
交
通
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
み
の
収
集
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

変
更
し
て
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
所
入
所
児
童
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
設
、
四
日
町
保
育
園

　
新
設
「
四
日
町
保
育
園
」
は
三
年

前
か
ら
財
団
法
人
「
真
浄
会
」
の
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
よ
う
や
く
こ

の
十
月
開
園
の
運
び
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
つ
ぎ
に
よ
り
入
所
児
童
の
申

請
を
受
付
け
ま
す
．

一
、
保
育
所
の
所
在
地
名
称

　
市
内
四
日
町
、
四
日
町
保
育
園

二
、
受
付
期
間

　
八
月
二
十
五
日
≧
九
月
五
日
ま
で

三
、
堤
出
先

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
市

　
役
所
内
）

四
、
申
請
用
紙

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
四
日
町
、

　
真
浄
院
保
育
所
に
準
備
し
て
あ
り

　
ま
す

五
、
入
所
予
定
人
員

　
定
員
　
百
二
十
人

　
内
訳
　
三
才
末
満
児
二
十
四
人

　
　
　
　
三
才
以
上
児
九
十
六
人

六
、
入
所
予
定
日

　
十
月
一
日
（
認
可
、
予
定
日
）

七
．
入
所
資
格

　
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
っ

　
て
保
育
に
欠
け
る
児
童

生
大
会

八
月
十
七
日
（
土
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
手
　
芸
　
教
　
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
日
目
）

八
月
十
九
日
（
月
）

夜
七
時
～
九
時

　
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　
　
　
　
（
幼
、
小
、
中
）

八
月
二
十
日
（
火
）

　
夜
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

　
　
料
　
理
　
教
　
室

　
八
月
十
ヒ
日
　
午
後
一
時
か
ら

　
　
　
　
「
夏
の
お
や
つ
の
作
り
方
」

　
講
　
師
　
十
日
町
あ
り
の
会

　
材
料
費
　
百
五
十
円

　
八
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　
午
後
一
時
≧
四
時

　
　
「
夏
の
お
や
つ
の
作
り
方
」

罷

　
八
月
十
六
日
（
金
曜
日
）
は
十
八

日
に
振
替
収
集
。

　
八
月
二
十
七
日
（
火
曜
日
）
は
二

十
五
日
の
日
曜
日
に
振
替
収
集
を
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
つ
ぎ
の
点
に
つ
き
ま
し
て

特
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
収
集
目
以
外
は
絶
対
に
．
こ
み
を

ス
テ
ー
シ
コ
ン
ヘ
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
　
（
特
に
残
菜
、
残
飯
は
う

じ
、
ハ
エ
等
が
発
生
し
悪
臭
を
放
ち

ま
す
の
で
密
閉
し
た
袋
等
に
入
れ
収

集
日
ま
で
は
各
自
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
）

二
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
容
器
の
残
ら

な
い
も
の
を
出
し
て
く
だ
さ
い
．

（
夏
場
は
特
に
悪
臭
を
放
ち
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

ほ
か
街
の
美
観
を
そ
こ
ね
ま
す
。
）

三
、
ご
み
は
必
ず
容
器
に
入
れ
バ
ラ

間
が
か
か
り
作
業
能
率
が
落
ち
る

ば
か
り
で
な
く
非
常
に
不
衛
生
で

す
．
）

四
、
川
や
空
地
へ
絶
対
に
ご
み
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
醐

で
出
さ
な
い
こ
と
．
　
（
後
整
理
に
手
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鵬

～　
　
合
　
唱
　
教
　
室

　
毎
週
木
曜
日

　
　
夜
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

設備改善資金をご利用下さい

・一企業者75万円まで

・利率日歩2銭2厘で2力年間貸付
・毎月15日申込み〆切

くわしいことは市商工課、商工会議所へ

、
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籔 算・， 概要

一般会計
　77，772千円

　　　民生費
　　　　　　教育費　　，147，234
　衛生費　　　14％　　　　218，918

消防費嬰％．　21％
　51，4905％．才出，

その他30，3553％　‘1，064，727』

灘際．響
　8％　費170，682
　　　38・807
　　　8％　　16％

（翌年度へ繰越）

　　　市偵
　その他　104，800

　　75、8669％
繰越金　7％

　58，594　　　　．
諸収入　　　5％　　，才　入

　48，3874％
県支出金5％

59，0Q6

　国庫支出金

　153，880

　　14％

，1，142，499

・

rl∫　　税

∫也ノ∫交佃添見

244，688

　21％

397，278

35％

財政のお知らせ
汗日町市告示第衡号、

　地方自治法第243条のき第1項の規定に

　基く「十日町市財政事情の作成及び公表

市税分析表（千円）
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八
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コ
　
　 四

一
、

＝：　　　一
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四

二　　〇
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八　　九
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〇　　　’
四　　　八
八　　　〇

　九

市 固　　た 電　　そ

町 定　　ば 気　　の

村 　こ資　　消 ガ　　他

民 産　　費 スー　　　の

税 税　　税 税　　税

口
1人当1）

7，941円

市税負担額

1世帯当1）

　38，259円

　
円
円
　
年

　
千
千
　
4
4

舎
博
4
3
建
～

庁
卵
稲
姥
咋

所
乃
楓
卜
4

役
費
費
卜

市
　
業
ク

の
業
事
ン

中
事
驕

設
総
43
鉄

建

性質別分析表 （千円）

　　　扶助費

　その他　96，507

嬢　　60，6709％
　　　　　　　投資的事業費　撰　6％
　　5％　　　．。．
　　　　才　出’．　380，231

　　　　1，064，727
　　　　　　　・　　36％
　　　　●．100％　物件費　　・。・

128，566

　　　　人件費　12％
　　　　　270，053

　　　　　25％

月別才入・才出額表

公債費

47，055　496

貸付金

34，2283％
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〆

千万円
’

A

4 5 6　7・8　9　10 11 12 1 2 3 4 5
月

その他　16，847

4％

　　　1郵政省

　　102，823

　　22％
　　　　，借八先別

　　　　。466，963
県鮒鍋　獅％’

　3、，96S

大蔵省

315，325

67％

市債は
（千円）

　特別会。i－債

23，8595％

　　　土木債
　　　61，725
　災害費　13％
　32，225　　　7％目的別

　　　　e　　　466，9631
その他7％　　　　　。
31，948　610軌％

　　減税
　補填債
　57，156衛生債
　　　　61，864
　　　　13％

教育債

198，186

43％

市有財産の状況

種別

土地

建物
現金及び

有価証券

面積 金額

31，必0西予円

キ93，212

67，420

特別会計は （千円）

会計名 才　入 才　　出 差　　引

国民健康保険 196，606 194，266 2，340

直営診療所 15，858 28，149 △12，291
へき地診療所 4，466 7，268 △　2，802

簡易水道 29，938 26，962 2，976

と　畜　場 1，890 1，528 362
計 248，758 258，173 △　9，415

lll算綜の〉

一般会計

り．．一9噂

市税分析表
その他の税

15，0414％

当　初　予　算 1，109，021千円

6月末の予算 　　　　」1，148，290千円

収　入　済　額 227，848千円（収入率20％）

230，038千円（執行率20％）支　出　済　額

電気ガス税

24，0706％

　　　　　　その他
　　　　消防費　　　　　　41，856
　　商工費50・714％

　　　56，1684％
　衛生費
　　　　5％　　62，158

公債費　　5％

　　　　　　●　．．・

　　土木費
　　148，169　民生費
　　　13％　　　　　　159，216

　　　　　　　14％

　　　　　　　　　　　　　　　63脚6％　・：才．出・

　　　　　　　　
ロ　 　　の　 の　 　

農林水産業費　　　。1，148，290，●

72・8416％　　。．●100％．・

　　　　　　　　　総

（千円） 性質別分析表

一般会計才入・才出款当り費

　　　　　（千円）

　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　諸収入
　　　　　　　　　　　　　54，570　　　　　　　　　繰越金44，454
　　　　　　　　　　　　　5％務費　　　　繰入金47，0574％
　　　　　　　　　43，4404％
295・497　　　　　　4％

　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　　市　26％

教育費
　198，384

　　17％

そプ）他

36，6813％

貸付金
35。〔）763％

た，よこ消費季見

42・49411％　”・　11酬寸民税
　　　　・総額・
　　　　　　　　　　　　・：392，72ご・174・096

固定資産税　　’，10q％1・。　　44％

　137，024

　　　35％

補助費等
47，5594％　公債費

　　　　　63，282
　　　　　　6％　　　扶助費
　　　　107，519
　　　　　9％

物件費

134，472

12％

（千円）

　　　投資的事業費

．『才出　419，028

　　　り・1，148，290・　36％
亀
1
0
0
％

　●　　●

人件費
304，673

27％

市 ・税

　　　　　　●．．　　　392，725　　債　　　　．・1才入●

154・000　・1111481290：　　34％
　　　　じ　　　　　　　　ロ　　ロ　　ロ
13％　　・．・100％・．・

　　　　　●●－●9　0

国県支出金　　　　　　地方交付税
　178，552
　　　　　　　233，492
　　16％　　　　　　　　20％

特　別　会　計 （千円）

会　　計　　名 予　算　額 比　　　　率

国民健康保険 224，578 75．3％

直　営　診　療　所 31，217 10．5

へき地診療所 10，150 3．4

簡　　易　水　　道 31，292 10．5
と　　　畜　　　場 990 0．3

計 298，227 100

一315一
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45

年
に
基
礎
調
査
完
了

珠
川
な
ど
千
八
百
町
歩
を
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
苗
場
山
ろ
く
地

　
　
　
　
　
　
　
域
開
発
計
画
は
、

　
　
　
　
　
　
　
約
八
百
万
円
の
地

　
　
　
　
　
　
　
区
計
画
費
が
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
昨
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
基
礎
調
査
が
進

　
　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
が
、
一
市
二
町
一

　
　
　
　
　
　
　
村
に
ま
た
が
る
広

　
　
　
　
　
　
　
大
な
山
ろ
く
一
帯

　
　
　
　
　
　
　
の
大
規
模
な
開
拓

　
　
　
　
　
　
　
事
業
だ
け
に
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
和
四
十
五
年
完
了

　
　
　
　
　
　
　
を
メ
ド
に
慎
重
な

　
　
　
　
　
　
　
調
査
が
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
同
山
ろ
く
の
開

　
　
　
　
　
　
　
発
構
想
は
原
野
、

　
　
　
　
　
　
　
山
林
を
開
拓
し
て

　
　
　
　
　
　
　
約
六
千
診
の
農
地

　
　
　
　
　
　
　
を
造
成
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
と
土
地
改
良
の
二

千
㌶
と
あ
わ
せ
約
八
千
診
を
開
拓
す

苗錫薗澄養．地域開i発・ひ

る
も
の
で
水
田
を
主
軸
と
し
た
ア
ル

ベ
ソ
酪
農
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大

と
、
豊
か
な
農
村
社
会
を
建
設
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
．

　
十
日
町
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

同
開
発
の
対
象
と
し
て
可
能
と
み
ら

れ
る
と
こ
ろ
は
、
珠
川
原
、
南
雲
原

伊
達
原
、
川
治
原
の
三
千
四
百
診
の

の
う
ち
標
高
五
百
封
以
下
の
地
域
で

農
地
造
成
千
三
百
四
診
、
土
地
改
良

五
百
診
、
受
益
農
家
戸
数
九
百
六
十

戸
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
土
地
調
査

は
市
農
林
課
が
、
農
林
省
の
委
託
で

実
施
し
て
い
る
一
筆
調
査
と
、
農
林

省
直
轄
の
水
利
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
写
真
は
珠
川
原
一
帯
）

㍉／1／

へ
　＼
　　＼、

　　　、．
　　　へ
　　　　）
　　『〆一｝！

　　＞
　ノ

、
ー
ノ

ノ
～
～
r

　
　
　
　
　
　
r

と
に
注
意
し
て
皆
ん
な
で
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

ω
健
康
に
注
意
し
て
（
す
い
眠
不
足

　
に
よ
り
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
す

　
い
眠
を
十
分
と
り
）
居
眠
り
運
転

　
を
し
な
い
よ
う
。

ω
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な

　
い
よ
う
、
お
盆
。
お
祭
り
の
時
期

　
に
は
特
に
運
転
者
に
は
酒
を
す
す

　
め
な
い
よ
う
に
。

⑥
ス
ピ
ー
ド
に
注
意
し
て
、
絶
対
安

　
全
運
転
を
す
る
こ
と
。

④
幼
児
の
一
人
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

　
子
供
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
祭
リ
に
つ
い
て

　
こ
と
し
も
お
祭
り
は
二
十
五
日
の

宵
祭
り
か
ら
、
二
十
六
、
二
十
七
日

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
諏
訪
神
社
協

祭
会
で
は
、
恒
例
の
お
み
こ
し
渡
御

に
つ
い
て
物
を
こ
わ
し
た
り
、
酒
を

強
要
し
た
り
、
暴
れ
ま
わ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

人
出
が
多
い
の
で
、
防
犯
に
気
を
つ

け
、
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸

じ
ま
り
や
火
の
用
心
を
よ
く
す
る
こ

と
◎

　
ま
た
祭
り
期
間
中
は
、
本
町
通
り

高
田
町
、
駅
通
り
．
昭
和
町
通
り
は

両
側
と
も
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
俄
み
こ
し
の
通
過
時
は
交
通
状

愛
の

況
に
よ
っ
て
臨
時
に
本
町
西
線
、
泉

町
通
り
な
ど
、
ウ
ラ
通
り
を
ウ
廻
路

と
し
ま
す
。

と
も
し
び

寄
贈
運
動
に
ご
協
力
を

　へ
）

ド条

瀕
コ

　
　
　
．
ζ
鵯

　
条

’
　
中
　
　
　
　
町

彰
　
　
　
日

　
　
　
　
　
十

”
〃
け

　
　
㌃

　
　
、
㌧

　
治
＼
　
・
、

麟て

　　〆
　ぐノ

ノ’

　
の
　

α
土
刀

「
，
ζ

＼
　覧・へ．

　
し
　
　
　
　
　
　
　
ノ

羽
報
卸
　
　
（
r
ノ

　
入
噺
　
　
　
　
）

激
　
　
醤
川
　
＼

　
　
　
　
　
　
＼
、

9
p
．
甲
、
　
　
ヤ
、

　
　
　
　
文

沢
　
　
自
η
＼

水
《

　
　
　
　
，
，
ノ
9

櫨　別 禍　　　　要

市境再o

｛
主讐河川

o
廟拓予定塘

⑫
土地改良予定壇
国遭1L7号線

一
国鉄饅山線

こ
の
夏
を
無
事
故
で

お
祭
り
も
楽
し
く

　
八
月
は
お
盆
お
祭
り
な
ど
が
続

き
、
暑
さ
か
ら
く
る
過
労
や
気
の
ゆ

る
み
で
い
ろ
い
ろ
な
事
故
が
起
き
や

す
い
時
期
で
す
が
、
夏
の
交
通
事
故

防
止
と
、
お
祭
り
の
こ
と
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
夏
を
無

事
故
で
過
せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
夏
の
交
通
事
故
防
止

　
暑
さ
き
び
し
い
八
、
九
月
は
お
盆

お
祭
り
で
人
出
が
多
く
な
り
、
交
通

事
故
の
最
も
多
い
月
で
す
。
す
で
に

死
亡
者
が
出
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

の
大
半
は
夏
に
お
き
て
い
ま
す
。
夏

の
事
故
の
原
因
は
暑
さ
の
た
め
運
転

者
も
歩
行
者
も
注
意
力
が
に
ぶ
く
な

る
こ
と
か
ら
で
す
。
二
十
日
ま
で
夏

・
季
特
別
交
通
事
故
防
止
旬
間
と
な
っ

て
お
り

一
、
過
労
運
転
、
居
眠
り
運
転
の
防

　
止

二
、
酒
よ
い
運
転
の
防
止

三
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
防
止

四
、
子
供
の
飛
び
出
し
防
止

の
四
項
目
を
重
点
事
項
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
夏
は
特
に
つ
ぎ
の
こ

毎月第2金曜日

交通相談日

午前10時～午後3時まで

市役所日本間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
妻
『
3
≧
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p
ノ
門
拷
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ノ
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〆
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ノ
多
〆
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§
垂
ノ
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ノ
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ノ
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ノ
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〆
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1
〆
ノ
〆
〆
ノ
ノ
ノ
〆
〆
ノ
〆
ノ
〆
ノ
ノ
貿

ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら
正
確
　
し
て
も
つ
な
が
る
の
は
一
割
程
度
、
　
ま
す
の
で
近
距
離
へ
の
通
話
は
で
き

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
で
い
る
問
あ
な
　
る
だ
け
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
の

　
ダ
イ
ヤ
ル
数
が
多
く
な
る
に
つ
れ
　
た
の
電
話
は
話
し
中
の
状
態
と
な
り
　
ひ
ま
な
時
に
．
こ
利
用
く
だ
さ
る
よ
う

番
号
の
記
憶
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
　
他
か
ら
の
電
話
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
　
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
が
っ
て
つ
な
が
っ
て
も
料
金
が
　
二
～
三
分
待
っ
て
か
ら
お
か
け
に
な
　
　
夜
間
割
引
さ
れ
な
い
相
手
局

か
か
り
ま
す
し
、
呼
ば
れ
た
方
も
迷
　
れ
ば
九
割
程
度
つ
な
が
り
ま
す
。
　
　
川
口
、
栃
尾
、
六
日
町
、
石
打
、
越

惑
し
ま
す
。
メ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
田
沢
、
土
市
、

覧
禁
ら
正
確
　
電
話
の
じ
ょ
う
ず
な
か
け
方
　
　
　
大
製
舞

に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
、
直
江
津
、

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

話
し
中
な
ら
二
｝
三
分
待
，
て
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
を

「
話
し
中
な
ら
あ
く
ま
で
ま
わ
そ
う

ダ
イ
ヤ
ル
を
」
と
続
け
て
ダ
ィ
ヤ
ル

午
後
八
時
す
ぎ
は
通
話
の
ラ
ッ
シ
ュ

　
午
後
八
時
か
ら
九
時
す
ぎ
ま
で
は

通
話
が
非
常
に
こ
み
合
う
時
間
で
す

　
夜
間
割
引
さ
れ
る
相
手
局
は
六
十

㌔
層
以
上
の
遠
距
離
に
限
ら
れ
て
い

　
こ
ん
ど
十
日
町
市
に
愛
の
と
も
し

び
寄
贈
運
動
推
進
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
住
宅
地
や

工
場
周
辺
或
は
部
落
間
の
通
路
等
は

ま
だ
ま
だ
暗
い
箇
所
が
多
く
、
夜
の

犯
罪
は
こ
の
暗
い
近
辺
が
犯
罪
の
温

床
と
な
り
、
ま
た
交
通
事
故
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
長
岡
市
で
発
生
し
た
殺
人
事
件

を
始
め
各
地
で
悲
惨
の
交
通
事
故
は

他
人
ご
と
と
し
て
傍
観
は
許
さ
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
犯
罪
と

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り

の
第
一
歩
は
防
犯
灯
普
及
に
よ
る
く

ら
が
り
の
解
消
が
先
決
で
す
。
そ
こ

で
「
愛
の
と
も
し
び
寄
贈
運
動
」
を

展
開
し
、
一
灯
で
も
多
く
防
犯
灯
に

よ
る
明
る
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
を

願
い
ま
す
。

市
営
（
県
営
）
住
宅

入
居
補
欠
者
募
集

　
第
一
種
及
び
第
二
種
の
市
営
（
県

営
）
住
宅
の
入
居
補
欠
者
の
申
し
込

み
を
左
記
の
通
り
受
付
し
ま
す
。

一
、
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
三
年
八

　
月
十
七
日
～
同
月
二
十
四
日

二
、
受
付
場
所
　
市
役
所
内
社
会
福

　
祉
事
務
所

三
、
入
居
資
格

ω
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有

　
し
て
い
る
者
。

松
之
山
、
松
代
、
柏
崎
、
寺
泊
、

田
、
三
条
、
燕
、
長
岡
、
見
附
、

千
谷
、
岩
沢
、
下
条
。

　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

小イII

㈲
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

　
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し

　
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

　
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他

　
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

　
こ
と
。

㊦
収
入
基
準
は
過
去
一
力
年
間
に
お

　
け
る
総
所
得
を
所
得
税
法
第
二

　
第
一
節
所
得
金
額
の
計
算
方
法
の

　
例
に
準
じ
て
茸
出
し
た
所
得
金
額

　
を
十
二
で
除
し
た
額
の
合
計
か
ら

　
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
千
円
を

　
控
除
し
た
額
が
第
二
種
の
場
合
二

　
万
円
以
下
、
第
一
種
の
場
合
二
万

　
円
以
上
三
万
六
千
円
以
下
の
収
入

　
が
あ
る
こ
と
。

◎
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

㈲
国
税
、
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四
、
選
考
基
準

④
住
宅
以
外
の
建
物
若
し
く
は
場
所

　
に
居
住
し
．
又
は
保
安
上
危
険
若

　
し
く
は
衛
生
上
有
害
な
状
態
に
あ

　
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
者
。

⑰
他
の
世
帯
～
同
居
し
て
著
し
く
生

　
活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
者
。

㊦
住
宅
の
規
模
又
は
間
取
り
と
世
帯

　
構
成
上
と
の
関
係
か
ら
衛
生
上
又

　
は
風
紀
ヒ
不
適
当
な
居
住
状
態
に

　
あ
る
者
。

◎
正
当
な
事
由
に
困
る
立
退
き
の
要

　
求
を
受
け
適
当
な
立
退
き
先
が
な

　
い
た
め
困
窮
し
て
い
る
者
（
自
己

　
の
責
に
帰
す
ぺ
き
事
由
に
基
ず
く

入
場
券
の
半
片
は

　
場
合
を
除
く
。
）

㈲
住
宅
が
な
い
た
め
に
勤
務
場
所
か

　
ら
著
し
く
遠
隔
の
地
に
居
住
を
余

　
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
。
又
は
収

　
入
に
比
し
て
著
し
く
過
大
な
家
賃

　
の
支
払
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

　
る
者
。

⑥
前
各
号
に
該
当
す
る
者
の
外
、
現

　
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
な
者
。

五
、
種
別
構
造
別
家
賃

　
団
地
、
種
別
、
構
造
別
（
戸
数
）

　
家
賃
は
次
の
と
お
り
。

　
▽
八
幡
田
”
第
二
種
、
木
造
平
家

　
一
戸
建
（
十
八
）
、
千
七
百
円
▽

　
谷
内
丑
“
第
二
種
，
木
造
平
家
一

　
戸
建
（
六
十
五
）
千
九
百
円
、
二

　
千
二
百
円
、
二
千
七
百
円
▽
四
日

　
町
“
第
二
種
木
造
平
家
一
棟
二
戸

　
建
（
五
十
四
）
．
三
千
円
、
三
千
二

　
百
円
、
三
千
四
百
円
▽
千
代
坊

　
睦
第
二
種
．
木
造
平
家
一
戸
建

　
（
一
）
、
千
七
百
円
▽
田
川
髄
第

　
一
種
、
木
造
平
家
一
戸
建
（
十
）

　
二
千
百
円
▽
千
代
坊
舗
第
一
種
、

　
簡
易
耐
火
構
造
、
特
殊
耐
火
構
造

　
（
十
二
）
、
二
千
六
百
円
、
三
．
干

　
円
V
県
営
“
第
一
種
、
中
層
耐
火

　
構
造
（
十
八
）
、
二
千
六
百
円

六
、
入
居
予
定
日
　
今
回
の
募
集
は

　
補
欠
募
集
で
あ
り
ま
す
の
で
、
前

　
記
住
宅
の
入
居
者
が
立
退
き
し
た

　
の
後
入
居
に
な
り
ま
す
．

七
．
申
込
用
紙
は
社
会
福
祉
事
務
所

　
に
あ
り
ま
す
。

八
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
社

　
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ
お
問
合

　
せ
下
さ
い
。

「
家
庭
の
日
」
の
作
品
募
集

一
、
募
集
作
品

　
ω
作
文
の
部

ア
、
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
小
、
中
学
生

イ
、
テ
ー
マ

　
「
わ
が
家
の
家
庭
の
日
」
「
明
る

　
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
」

ウ
、
応
募
方
法

▽
二
つ
の
テ
：
マ
の
う
ち
一
点
を
え

　
ら
び
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

　
以
内
に
た
て
書
き
の
こ
と
．

▽
市
町
村
名
、
学
校
、
学
年
、
氏
名

　
を
原
稿
の
初
め
に
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
．

　
②
図
画
の
部

ア
、
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
小
学
生
に
限
り
ま
す

イ
、
テ
ー
マ

　
作
文
の
テ
ー
マ
「
わ
が
家
の
家
庭

　
の
日
」
に
準
ず
る
．

ウ
、
応
募
方
法

　
用
紙
は
B
三
判
（
三
六
・
四
秀
x

必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
映
画
、
演
劇
、
演
芸
．
音
楽
、
ス

ポ
ー
ッ
ま
た
は
催
物
を
開
催
す
る
者

は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
届
出
を

し
て
交
付
を
受
け
た
、
ま
た
は
承
認

を
受
け
た
入
場
券
を
使
用
し
、
開
催

場
所
へ
入
場
さ
せ
る
際
に
入
場
券
の

半
片
を
受
け
取
り
、
他
の
半
片
を
入

場
者
に
返
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
し
た
が
っ
て
皆
さ
ん
が
入
場
の
際

に
入
場
券
の
半
片
を
受
け
取
る
こ
と

に
よ
っ
て
．
入
場
税
が
完
全
に
納
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
映

画
舘
等
へ
入
場
さ
れ
る
際
は
必
ず
入

場
券
の
半
片
を
受
取
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
五
一
・
五
秀
）
画
用
紙
使
用
の
事

　
裏
面
に
住
所
、
学
校
、
学
年
、
氏

　
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．

　
③
ポ
ス
タ
ー
の
部

ア
、
応
募
資
格

　
県
内
在
住
者
（
小
、
中
、
高
校
．

　
児
童
、
一
般
）

イ
、
テ
ー
マ

　
▽
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

　
▽
よ
い
家
庭
和
か
ら
、
愛
か
ら

　
理
解
か
ら

　
▽
お
と
う
さ
ん
早
く
ね
、
き
ょ
う

　
は
家
庭
の
日

ウ
、
応
募
方
法

　
▽
三
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
一
点
を

　
え
ら
び
、
そ
の
文
字
を
配
す
る
と

　
と
も
に
「
新
潟
県
」
の
文
字
を
入

　
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
用
紙
は
B
三
判
（
三
六
・
四
秀

　
×
五
一
・
五
膨
）
使
用
の
こ
と
．

　
▽
裏
面
に
住
所
、
氏
名
．
年
令
、

　
職
業
（
在
学
中
の
も
の
は
学
校
名

　
学
年
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
榎
語
の
部

ア
、
応
募
資
格

　
県
内
在
住
者
（
小
、
中
、
高
校
、

　
児
童
生
徒
、
一
般
）

イ
、
テ
ー
マ

　
▽
「
家
庭
の
日
」
の
普
及
　
浸
透

　
を
図
る
も
の

　
▽
明
る
い
家
庭
を
あ
ら
わ
す
も
の

ウ
、
応
募
方
法

　
▽
一
人
三
点
ま
で
、
官
製
は
が
き

　
使
用
の
こ
と
。

　
▽
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

　
（
学
校
）
を
記
入
す
る
こ
と
。
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八
月
は
一
年
間
を
通
じ
て
、
台
風

の
発
生
す
る
数
が
最
も
多
く
、
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
台
風
シ
：
ズ
ン

で
す
。
八
月
は
、
一
般
に
本
州
の
西

方
海
上
を
北
上
し
て
、
本
邦
に
接
近

す
る
こ
と
が
多
く
、
台
風
は
不
規
則

な
動
き
方
を
し
て
、
い
わ
ゆ
る
迷
走

台
風
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ス
を
と
り
ま

す
。

う
い
く
つ
出
た
か
、
そ
し
て
、
全
部

で
何
個
で
平
年
に
く
ら
べ
て
多
い
か

少
い
か
を
み
わ
け
る
の
に
非
常
に
都

合
が
よ
ろ
し
い
。
昨
年
は
、
平
年
よ

り
も
十
一
個
も
多
い
三
十
九
個
が
発

生
し
、
六
月
末
ま
で
に
ナ
個
も
発
生

し
ま
し
た
。

台
風
の
情
報

　
台
風
は
．
は
じ
め
弱
い
熱
帯
低
気

な
れ
て
い
て
、
日
本
の
陸
地
に
は
直

接
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気

象
庁
の
気
象
無
線
や
フ
ァ
ク
シ
、
、
、
り

放
送
に
よ
っ
て
、
航
空
中
の
船
舶
や

航
空
機
に
対
し
て
情
報
を
出
す
以
外

一
般
へ
の
情
報
は
あ
ま
り
だ
さ
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
台
風
が
北
に
進
ん

で
き
て
、
北
緯
二
十
度
付
近
に
ま
で

達
し
、
そ
ろ
そ
ろ
本
土
へ
の
影
響
が

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す

〕
』

わ
い
八
月
の
気
象
災
害

台
風
と
番
号

　
台
風
が
発
生
す
る
と
、
発
生
順
に

第
一
号
、
第
二
号
．
第
三
号
…
…
と

い
う
よ
う
に
番
号
を
付
け
て
よ
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
暦
年
ご
と
に
番

号
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
の
台
風
の
平
年
数
は
二

十
八
個
で
す
の
で
、
こ
と
し
は
、
も

圧
と
し
て
南
洋
方
面
で
発
生
し
、
次

第
に
発
達
し
て
域
内
の
最
大
風
速
が

十
七
焼
以
上
に
な
る
と
、
は
じ
め
て

番
号
が
付
け
ら
れ
台
風
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
、
台
風
と
し
て
認
知

さ
れ
る
と
、
気
象
庁
予
報
部
か
ら
報

道
機
関
に
対
し
て
、
　
「
台
風
の
お
知

ら
せ
」
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
弱
い
熱
帯
低
気
圧

が
何
日
の
何
時
か
ら
台
風
に
な
っ
た

か
、
そ
の
位
置
、
中
心
気
圧
、
今
後

の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。
さ
て
、
こ
の
台
風
も
し
ば
ら
く

は
偏
東
風
に
流
さ
れ
て
、
西
ま
た
は

西
北
西
に
進
み
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
は

台
風
は
ま
だ
日
本
本
土
か
ら
遠
く
は

『
［
－
眉
厘
■
冒
7
直
■
▼
ρ
f
晶
■
▼
？
－
1
、
し

　
県
住
宅
供
給
公
社
の
中
条
旭
ヶ
丘

分
譲
住
宅
募
集
は
　
去
る
四
月
末
で

一
応
締
切
り
ま
し
た
が
、
建
設
計
画

戸
数
に
ゆ
と
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

に
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

今
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
の
窓
口
は
市
役
所
市

今
月
末
ま
で

追
加
募
集

　
　
　
　
分
譲
住
宅
・
中
条

　
　
　
　
旭
ヶ
丘
団
地

長
室
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
募
集

内
容
そ
の
他
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
同
団
地
は
現
在
宅
地
造
成
工

事
に
と
り
か
か
り
秋
ま
で
に
は
終
わ

る
見
込
み
で
懸
命
な
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
【
写
真
は
整
地
が
進
め
ら
れ
て
い
る

団
地
】

心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
気
象

庁
予
報
部
か
ら
、
台
風
情
報
が
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
情
報
は
、
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ピ
等
を
通
じ
て
一
般
に

周
知
さ
れ
ま
す
。

台
風
の
前
ぶ
れ
土
用
波

　
台
風
が
海
上
に
あ
る
と
き
は
、
中

心
付
近
で
で
き
た
ウ
ネ
リ
は
四
方
八

方
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

速
さ
は
、
一
般
に
台
風
の
進
む
速
さ

よ
り
も
は
る
か
に
速
い
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
ウ
ネ
リ
は
台
風
か
ら
千

㌔
も
二
千
㌔
承
離
れ
た
地
方
の
海
岸

に
打
ち
よ
せ
て
大
波
を
お
こ
し
ま
す

こ
れ
を
土
用
波
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

土
用
波
は
沖
に
あ
る
と
き
に
は
波
の

高
さ
は
小
さ
く
、
波
長
が
長
い
の
で

あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
浅
瀬
の

海
岸
に
近
づ
く
と
、
波
の
高
さ
は
し

だ
い
に
高
く
な
り
、
波
長
も
短
く
な

っ
て
く
ず
れ
落
ち
ま
す
。
こ
の
た
め

毎
年
の
よ
う
に
、
海
水
浴
場
等
で
多

少
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

台
風
の
接
近
上
陸

　
台
風
は
、
本
州
の
南
海
上
で
北
西

に
進
ん
で
い
る
と
き
は
、
時
速
も
二

十
㌔
く
ら
い
（
大
体
一
日
で
東
京
か

ら
京
都
ぐ
ら
い
ま
で
進
む
勘
定
）
で

す
が
、
転
向
点
を
す
ぎ
て
、
北
東
に

向
き
を
か
え
ま
す
と
、
し
だ
い
に
速

く
な
り
、
お
そ
い
と
き
で
も
四
十
㌔

く
ら
い
に
な
る
の
が
普
通
で
す
。
転

向
点
の
位
置
に
よ
っ
て
、
台
風
が
日

本
に
く
る
か
ど
う
か
、
く
る
と
す
れ

ば
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
地
方
に
く
る
か

な
ど
の
見
当
が
し
だ
い
に
は
っ
き
り

し
、
進
路
や
速
度
の
予
想
も
か
な
り

精
度
の
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
台
風
の
進
路
予
想
は
、

技
術
的
に
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
扇
形
で

あ
ら
わ
し
ま
す
。
こ
れ
は
台
風
の
中

心
が
こ
の
扇
形
の
中
の
地
域
を
進
む

公
算
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
あ
ら
わ

し
ま
す
。
台
風
の
情
報
は
、
新
し
い

観
測
資
料
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
更
新

さ
れ
ま
す
の
で
た
え
ず
新
し
い
台
風

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

落
雷
事
故

　
毎
年
落
雷
に
よ
る
事
故
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
か
み
な
り
」

の
正
体
．
ま
だ
は
っ
き
り
つ
か
め
な

い
よ
う
で
す
。
と
も
か
く
雲
の
中
に

電
気
が
た
ま
り
、
し
だ
い
に
大
き
く

な
っ
て
、
そ
れ
以
上
含
み
き
れ
な
く

な
る
と
、
他
の
雷
雲
や
地
面
に
放
電

し
て
中
和
し
合
お
う
と
す
る
…
…
そ

の
時
の
イ
ナ
ピ
カ
リ
や
雷
鳴
を
出

し
、
落
雷
事
故
も
お
こ
す
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
落
雷
ー
一
般
に
高

い
と
こ
ろ
に
お
ち
る
の
が
原
則
で
す

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
く
、
低
い

に
な
り
ま
す
。
家
に
落
雷
し
た
場
合
諏

ま
ず
屋
根
ー
ハ
リ
ー
柱
－
壁
ー
土
台
㎜
皿

の
順
に
電
気
が
流
れ
、
そ
こ
に
電
灯
…
…

線
が
あ
れ
ば
、
雷
は
さ
っ
そ
く
そ
れ

を
利
用
し
ま
す
。
開
閉
器
を
切
っ
て

お
い
て
も
安
全
で
は
な
い
よ
う
で
す
2

そ
こ
で
「
雷
」
の
ひ
ど
い
と
き
は
…
…

「
へ
や
の
中
心
」
が
一
番
安
全
な
場
所
㎜
㎜

で
壁
に
よ
り
か
か
っ
た
り
、
柱
の
す
，

ぐ
近
く
に
よ
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
や
は
事

故
防
止
に
役
に
立
た
ず
、
む
し
ろ
、
　
…
…

か
や
を
つ
れ
ば
自
然
に
か
や
に
ふ
れ
．
■

ま
い
と
す
る
た
め
、
柱
や
壁
か
ら
遼
…
胆

ざ
か
る
効
果
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。

落
雷
部
屋
の
中
心
が
安
全

と
こ
ろ
に
も
落
ち
る
と
い
う
の
で
、

厄
介
千
万
で
す
．
し
か
し
、
と
も
か

く
早
く
地
面
へ
逃
が
す
こ
と
が
肝
心

で
す
。
同
時
に
電
気
を
通
し
や
す
い

金
属
を
利
用
す
る
ー
こ
れ
が
避
雷

針
ー
1
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
た
が

っ
て
「
な
る
べ
く
高
い
も
の
に
は
ア

ー
ス
を
つ
け
て
電
気
を
早
く
地
面
へ

流
し
、
そ
の
そ
ば
へ
は
近
よ
ら
な

い
」
「
金
属
を
身
に
つ
け
な
い
」
こ

と
が
、
ま
ず
事
故
を
ふ
せ
ぐ
原
則
で

す
。　

そ
ん
な
わ
け
で
、
家
の
中
の
電
灯

線
も
「
か
み
な
り
」
の
好
適
な
通
路

　
そ
こ
で
室
内
で
は
電
灯
の
真
下
に

い
な
い
、
コ
ン
セ
ソ
ト
か
ら
で
き
る

だ
け
離
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
な
ど
は
電
源
ス

イ
ッ
チ
を
切
っ
て
お
き
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
や
原
っ
ば
な
ら
、
で
き
る

だ
け
低
い
と
こ
ろ
（
く
ぼ
地
、
あ

た
）
に
し
ゃ
が
み
ま
す
。
金
気
の
も

の
は
い
っ
さ
い
遠
く
へ
放
り
出
し
．

腕
時
計
も
は
ず
し
て
遠
く
へ
お
く
こ

と
で
す
。

　
自
動
車
の
場
合
は
、
停
止
し
て
車

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
で
あ
ぐ
ら
を
か

い
て
い
る
の
が
安
全
で
す
。

　
　
こ
と
し
の
立
秋
は
七
日
。
こ
の
日

　
ご
ろ
を
境
に
し
て
、
朝
の
最
低
気
温

　
が
だ
ん
だ
ん
下
が
り
始
め
ま
す
．
し

　
か
し
日
中
は
む
し
ろ
暑
さ
が
き
び
し

　
く
、
か
ら
だ
の
疲
れ
が
一
段
と
ひ
ど

　
く
感
じ
ら
れ
ま
す
．
こ
の
辺
で
、
気

　
分
を
、
一
新
す
る
た
め
、
海
や
山
に

　
出
か
け
、
休
養
を
と
る
こ
と
も
必
要

　
で
し
ょ
う
。
ま
た
八
月
は
お
祭
り
が

　
多
い
月
で
す
．
子
ど
も
た
ち
が
盆
踊

　
り
の
輪
に
は
い
っ
て
踊
る
姿
は
、
な

　
ん
と
も
か
わ
い
い
も
の
で
す
。
た
だ

…
…
あ
ま
り
夜
お
そ
く
ま
で
放
っ
て
お
か

　
ず
に
、
早
目
に
家
に
戻
る
よ
う
な
配

　
慮
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
海
や
山
に
出
か
け
る
学
生
、
生
徒

　
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、
十
分
に
ス

…
…
ケ
ジ
ユ
U
ル
を
点
検
し
、
無
理
の
な

…
…
い
よ
う
な
コ
ー
ス
、
日
程
を
組
ま
せ

…
㎜
る
よ
う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
帰

　
宅
の
日
時
な
ど
も
は
っ
き
り
さ
せ
て

市之沢冬期分校

　
お
く
こ
と
、
学
校

　
と
も
よ
く
連
絡
を

瓢
と
っ
て
お
く
こ
と

…
…
な
ど
も
忘
れ
ず
に

2
　
＝
：
：
●

　
　
二
十
三
日
は
「

　
処
暑
」
で
、
暑
さ

　
も
よ
う
や
く
峠
を

㎜
…
こ
し
ま
す
。
朝
夕

…
…
め
っ
き
り
涼
し
く

．
．
な
り
、
日
あ
し
も

　
早
く
な
り
始
め
ま

　
す
．
小
、
中
学
の

”
…
子
ど
も
た
ち
の
宿

瓢
題
の
整
理
な
ど
を

…
早
目
に
終
ら
せ
、
夏
休
み
中
の
し
め

　
く
く
り
を
つ
け
さ
せ
て
早
く
新
学
期

　
へ
の
態
勢
を
整
わ
せ
る
よ
う
指
導
し

　
た
い
も
の
で
す
。

せ
を
防
ぐ
の
に
た
い
へ
ん
よ
い
効
果

が
あ
る
も
の
で
す
．
そ
れ
は
、
ま
た

お
と
な
自
身
の
気
分
転
換
に
も
な
る

こ
と
で
す
か
ら
…
…
。

十日町公民舘

屡鞠18：18：鞠1欄＋日町公民舘

■
ヌ
カ
ミ
ソ
O
味

　
暑
さ
で
食
欲
が
お
と
ろ
え
が
ち
で

す
。
日
本
独
特
の
ヌ
カ
、
・
・
ソ
づ
け
は

つ
け
も
の
そ
の
も
の
の
栄
養
価
は
と

く
に
言
い
立
て
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な

い
の
で
す
が
、
食
欲
増
進
に
は
た
い

へ
ん
役
に
立
ち
ま
す
．
夏
の
ヌ
ヵ
、
、
、

ソ
の
味
を
お
い
し
く
保
つ
に
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
マ
メ
に
手
入
れ
を

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
．
夏
野
菜
は

い
づ
れ
も
水
分
が
多
い
の
で
、
ヌ
カ

ミ
ソ
も
水
分
過
剰
に
な
り
ま
す
。
時

時
、
た
し
ヌ
カ
を
し
て
、
塩
．
ト
ウ

ガ
ラ
シ
、
タ
マ
ゴ
の
ヵ
ラ
な
ど
を
入

れ
て
下
さ
い
．
ビ
！
ル
な
ど
も
入
れ

ま
す
が
、
水
分
が
多
く
な
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
入
れ
時
に
注
意

結核健康診断問接撮影
　　　　　　（川治地区、六箇地区）

撮影場所
影撮接間

間時日月
名町

関浅公民舘

八箇小学校

午前10．00～午前1030

午後230～午後3。00

麻畑公民舘

午後L30～
午前10・00・｝午前11・00

8月28日

（水）

六箇小学校

ニツ屋公民舘

塩之又分校

午後2．00一・

午後3．00・一午後3・30

午前10．00～午前11・00

午後2．00～午後3・00

8月29日

（木）

関根1、2、浅之平
笹之沢、落之水、池之平、
孕石、長里、控木、稲子平

八箇小学校生徒

中村、山谷、麻畑

六箇小学校生徒

田麦

8月30日
（金）

坂屋、船ツ二

塩之又、塩之叉分校生徒

（十日町地区）

十目町公民舘

男午前10．00～午前10・30
女午前10．30～午前11・鉤

男午後1．30一一午後2・00
女午後2．00・｝午後3，00

男午前10。00《・午前10・30

女午前10．30～午前11・30

男午後1．30～午後2・00
女午後2。00一午後3・00

8月19日

（月）

8月20日

（火）

8月21日
（水）

江道作業所午前10．00～午前11．00

津池作業所午後2．00’》午後2・30

8月22日

（木）

稲荷砺2、3本通り、稲荷町
3南、北、4、八轍里町エ旭些

　本町4、5、6－1
　6－2、6－3、稲荷町1
　田中町東、西、本通り
　川原町、田川町1L2｝＿匙
　宮下東、西、学校町
　諏訪町、神明町
高田町2、栄町、丸山町
千代田町、泉町、昭和町4

　江道、猿倉

津池

（水沢地区）

野中小学校

当間冬期分校

午前10．00～

午後1。30’》午後2・30

午前10。00～午前11。00

午後2・00’》午後2・30

9月2日
（月）

9月3日
（火）

野中小学校生徒
鍬柄沢、野中、池沢、
漆島、二俣口

当間

馬場小学校

珠田分校

午前10．00～

午後2．00～午後3．00

午前10．00’》午前l　l・00

9月4日
（水）

9月5日
（木）

市之沢、中在家

馬場小学校生徒
馬場1、2、3、4、水沢1、2、3

珠川1，2、3、4

珠田分校生徒

㎜
■
子
ど
も
と
遊
ぶ

叩
…
　
子
ど
も
た
ち
は
、
十
日
頃
に
な
る

　
と
、
夏
休
み
の
中
だ
る
み
で
、
夜
ふ

　
か
し
、
買
い
ぐ
い
、
朝
寝
、
遊
び
ぐ

…
…
せ
な
ど
の
悪
い
習
慣
が
で
や
す
く
な

淵
り
ま
す
。
こ
の
特
効
薬
は
、
親
が
子

…
…
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
勉

　
強
し
た
り
、
家
事
の
お
手
伝
い
を
し

　
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
と
い
っ
て
も

　
お
と
な
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

謂
が
あ
り
、
特
に
商
家
な
ど
で
も
、
そ

…
…
う
そ
う
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
っ
て

…
…
い
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

　
あ
る
一
定
の
期
間
、
あ
る
い
は
一
日

　
二
日
を
子
ど
も
と
と
も
に
過
ご
し
て

”
・
や
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
な
ま
け
ぐ

し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
い

っ
た
大
豆
を
布

袋
に
つ
つ
ん
で

ヌ
カ
ミ
ソ
の
中

に
入
れ
て
お
く

と
、
大
豆
が
水

分
を
吸
収
し
て

く
れ
ま
す
し
、

こ
の
豆
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
．
ま
た
、

ヌ
カ
ミ
ソ
が
す

っ
ば
く
な
っ
た

ら
、
急
場
し
の
ぎ
に
は
重
曹
を
少
々

入
れ
て
み
て
下
さ
い
．
す
っ
ば
く
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
毎
日
よ
く
か
き

回
し
、
ピ
オ
フ
エ
ル
、
・
・
ソ
（
腸
整
剤
）

五
≧
六
錠
を
入
れ
る
と
よ
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
．

▼
朝
起
き
て
す
ぐ
、
冷
い
水
を
い
っ

ば
い
飲
む
こ
と
は
た
い
へ
ん
よ
い
こ

と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
こ
れ
は

休
ん
で
い
た
胃
に
刺
激
を
与
え
．
消

化
力
を
よ
く
す
る
か
ら
だ
そ
う
で
す

し
か
し
、
あ
ま
り
た
く
さ
ん
飲
む
と

か
え
っ
て
逆
効
果
で
．
下
痢
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

レ
扇
風
機
の
風
は
二
耕
ぐ
ら
い
離
れ

て
当
て
ま
し
ょ
う
．
か
ら
だ
の
一
部

だ
け
ひ
や
す
と
、
体
温
の
調
節
が
く

る
っ
て
、
疲
れ
た
り
、
か
ぜ
を
ひ
い

た
り
、
頭
痛
が
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
寝
る
と
き
は
必
ず
止
め
、
る
こ

と
●

ノ
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